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2010年夏人権問題研究センター
「筑豊j現地研修の記録
菅原智恵美
2010年9月6日-9月8日、福岡県田川市を
中心とした「筑豊」および北九州において現地
研修をおこなった。
今回の研修は、私にとって本当に貴重な時間
であった。 被差別部落における識字教室にかか
わる私にとって田川という地は、いつか訪れた
いと思っていた場所であり、そしてそこで運動
を展開している方々にお会いしお話を伺いたい、
そのように思う地であった。常々思っていたこ
とが研修という形で実現した。
研修では、文献でしか知ることがなかった福
岡・田川で実践されている識字運動(解放学級)
についてお話を伺い、 大阪における取り組みと
重なる点、 また異なる点について知ることがで
きた。また北九州で実践されている「青春学校」
へも行くことができた。そして、 上野英信さん
が描いた炭鉱や炭鉱とともに生きた人びとのよ
うすについても、博物館見学時のレクチャーや
フィ ールドワークを通じて学ぶことができた。
烏和博センター長が事前打ち合わせに田川に
行かれたと伺ったときからワクワクしていた私
は、研修前日、興奮して眠ることができなかっ
た。2泊3臼という限られた時間の中で見聞きし
学べることは少ないと思う。しかし、その限ら
れた時間の中でも、筑豊の地で運動を展開され
ている方々にお会いでき、様々な思、いを伺えた
のは本当に私に取って大切な時間となった。
1日目 9月6日(月)
今回の現地研修は、初日の集合場所を田川市
石炭 ・歴史博物館とし、関西から小倉、そ して
日田彦山線に乗り換え、現地にむかう 5名の人
権問題研究センター研究員と宮崎県から移動し
参加する2名の創造都市研究科修了生の参加に
よりすすめられた。それぞれ13時過ぎには博物
ぁ
館に到着し、田川市石炭 ・歴史博物館館長の安
積龍生さんと部落解放同盟福岡県連合会川崎町
連絡協議会副委員長の松崎ーさん、福岡県立大
学の堤圭史郎さんに迎えていただき、館内と周
辺地域を案内、歴史的背景や施設などについて
のレクチャーを受けた。
-田川市石炭 ・歴史博物館 (石炭記念公園)
「筑豊J地方は飯塚市、直方市、田川市を中心
とした地域をさすのが一般的であるが、遠賀川
流域の産炭地と洞海湾 (北九州市)も含む広域
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にわたるものであるという安蘇さんのお話から
まずはじまった。続いて博物館内にある展示物
とその歴史的背張、炭坑で働く人びとのくらし
ゃ労働状況、石炭の採掘方法について詳しく解
説していただいた。
そして、大手鉱山経営者である 5氏、貝島太
助、安川敬一郎、麻生太古、蔵内治郎作、伊藤
伝右衛門らの鉱山の特徴や労働状況、また例え
ば伊東氏の炭鉱では自前で炭鉱の採掘道具など
を開発したり銀行をつくったりしていた、貝烏
太郎ははじめて炭住(炭鉱住宅)に畳を敷いた
などということも伺った。館内には、手掘り採
掘のようすがわかるようにまぶベこ(女性のこ
しまき)をまいた女性がつれあいと採掘してい
るようすを復元した坑道ジオラマや当時炭坑で
使われていた鉄製の七輪である通称ガンガン七
輪、採掘した石炭を運んだ川ひらたの縮尺の模
型などもあり当時の石炭採掘方法、採掘された
石炭の運送方法などについてもレクチャーして
いただいた。
館内をひととおり見学したのち、屋外 (石炭
記念公園内)にある記念碑と展示物についてレ
クチャーを受けた。
博物館を出てまず正面にあるのが「炭坑節発
祥の地Jの記念碑と詩碑である。「月が出た出た、
月が出たtJでおなじみの炭坑節。そしてその
機にある石碑が 「俺たちはポタじゃない」と記
された筑豊じん肺訴訟記念碑である。それぞれ
その石碑に込められた[思いJやエピソードな
どを丁寧にお話いただいた。
そして少し歩
くと目の前に
大きなすがたを
現すのが高さ
28.4mある竪坑
櫓である。 こ
の竪坑櫓は筑豊
に残存する唯一
の竪坑関係遺
跡 (旧三井田川
鉱業所伊田竪坑櫓)である。そしてこの竪坑絡
の横を抜けると正面に見えてくるのが大きな煙
突ふたつ、通称 「二本煙突」と呼ばれる旧三井
田川鉱業所伊田竪坑第一 ・第二煙突である。少
し話はズレるが、宮崎県から今回の現地研修に
合流した友人と私は、集合場所である博物館ま
で時間の関係上タクシーを利用したのだが偶然、
そのタクシーの運転手の人は、両親が炭鉱で働
き自らも幼いころは炭住(炭鉱住宅)に住まれ
ていたそうだ。タクシーの中で当時のようすを
少し伺ったのだが、その話の中に煙突のことも
出てきた。「昔も大きな煙突が立っていてそこか
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らもくもくと煙が出ていたが、何に使かわれて
いたかは小さかったのでわからなかったJと言
われていた。安蘇さんの解説によるとこの煙突
は、伊田竪坑開設時に捲揚機や付属設備の動力
用として蒸気機関が設置され、その汽缶の排煙
用として築造されたのがこの2本の大煙突だそ
うだ。またこの煙突は「あまりに煙突が高いので、
さぞやお月さんけむたかろうJ>Jと炭鉱節に歌
われた煙突として三池田川のみならず日本の炭
鉱のシンボルとなっている。
そして次に印象的だったのが公園内から望む
ことができる香春岳だ。石炭採掘のため山の中
腹から上がすっぽりなくなっている香春岳のす
がたは、はじめて見る山のすがたであり、あま
りに衝撃的だった。続いて、博物館検の高台に
建てられた炭鉱殉職者慰霊の碑と韓国人徴用犠
牲者慰霊碑へ。この炭鉱殉職者慰霊の碑に刻ま
れた碑文にはまだまだ大きな課題が残っている
ようである。この碑文に対し r戦時中の捕虜ま
でいれているのに、なぜ朝鮮人や中国人は入っ
ていないのかjr強制連行や強制労働をした歴史
上の事実さえ記さないで、老若男女問わず石炭
増産に狂奔したとは、いったいどんな考えでい
るのかJ といった問いとともに、碑文の訂正が
求められているが、未だ碑文の修正が実現され
ていないと伺った。
公圏内の展示物、記念碑等のレクチャーを受
けた後、そこから車で少し移動し、田川市営田
川霊園金仏墓地に行った。この墓地は無縁仏と
思われる墓地も含めて834基ある。その中には、
墓石や木基ではなく、 目印としておかれたボタ
石による墓もある。このボタ石の墓は、炭坑で
亡くなった朝鮮人の人びとの遺体を埋めて目印
に置いたものである。その後、墓地を抜けたと
ころに建てられている朔魂之碑にむかい、石碑
建立までのお話を伺った。
-三井田川炭鉱松原社宅跡
この墓地から少し離れたところにある最後の
炭住、松原炭住(三井田川炭鉱松原社宅跡)へ
も足を運んだ。「これがき っと最後になるから
しっかり見ておいてください」と安蘇さんが言
われたようにこの松原炭住は、世界遺産登録に
向けた動きの中で一時は維持保存するという話
もあった。しかし、老朽化が進んだ炭住群の維
持保存には莫大な維持費がかかるため、取り壊
しが決まり2010年5月下旬から解体工事がはじ
まっていた。私たちが見学に訪れたときには既
に解体ははじまっており、更地の中に残された
炭住が少しあるという状況であった。住む人を
失い、荒れはてた炭住ではあったが、炭住跡の
すがたは、かつてこの炭住聞の2メートルの間
に夕方時にもなればガンガン七輪がならび、夕
食の準備がはじまる、そのような炭坑とともに
生きる人びとのようすを描いた上野英信さんの
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写真集にある写真と重ねあわせることができた。
残っている炭住も間もなく取り壊され、その
後は、既に近隣に立て替えられている市営住宅
同様、鉄筋コンクリート造りの市営住宅になる
とのことだ、った。
-川崎町隣保館にて交流会
安蘇さんには炭住見学までおつきあいいただ
き、その後お礼を伝え別れ、夕食をとり急いで
川崎町へと向かった。
そして、 19時-21時まで川崎町隣保館にて川
崎町鴻の谷の識字学校の設立 1)にかかわった材
木貞子さんを囲んで地元部落解放同盟支部女性
部、 地元学校教員のみなさんとの交流会を行っ
た。
まず浦の谷識字学校がはじまった当初のi止重
なモノクロのフ ィルムをみせていただいた。そ
のフィルムには r同対審J答申はだされたと
いっても、音1¥落問題はまだまだタブーであり、
行政もこのような学習活動にはなんの保障もし
てくれなかった。集会所も公民館も何もない。
材木さんの家の中二階の部屋が学習の場であっ
た。机代わりにみんなミカン箱などをもちよ り
60ワットの裸電球の元での学習であった。J2)と
あるような当時のようすが描き出された映像で
あった。その後、材木さんに当時の地域、運動、
識字学校のようすなどを松崎さんの解説と とも
にお話いただいた。材木さんは「融字学校に行っ
て、文字を学び、光が見えた。そして力になった」
と語られていた。
i甫の谷ではじまった識字運動は、 1960年代後
半に部落解放同盟による全国女性集会や解放教
育にかかわる学校教員の研究会などを通じて福
岡県内に広がり、その後「福岡でともされた識
字の灯を私たちのムラでもJと全国的に広がっ
ていったということから現在の部落解放運動に
おける識字運動の原型となる取り組みとして知
られている。
福岡県において識字学校は、 1970年代、発展
的に識字学校から解放学級と改められている。
この解放学級は、大阪で展開されている多くの
識字運動とは異なり、地域に住むさまざまな年
齢層の人びとが集い、地域や部落解放運動につ
いて学んでいる。そのようすを女性部の方は、「さ
まざまな年齢層、特に子どもたちが部落解放運
動にふれることができる機会として解放学級を
すすめていければ」と言われていた。また 「子
どもたちは今でも高校進学などをし、地域から
一歩出たときに部落差別と向きあわざるを得な
い状況にであう。そのときに、この地域に生ま
れてよかったと思える ような学びの場に解放学
級がなれば。」とも言われていた。大阪市内に
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おける現在の識字運動の実践しか知らない私に
とって田川での実践や運動にかかわる方の 「思
い」を実際に伺うことができたことは、 短い時
間ではあるが武重な経験となった。
そしてその後、無認可保育所「しおんえんJ
の設立までのいきさつや同和保育所設立運動な
どについても松崎さんから伺った。また解放学
級を運営している女性部のみなさんは、「しおん
えん」設立時からかかわり現在も地元の同和保
育所に保育士として勤める方でもあったので松
崎さんの解説とともに当時のようすなどを伺っ
た。交流会終了後は、田川市内で松崎さんを囲
んだ懇親会を行い初日の日程を終了した。
2日目 9月7日(火)
・朝鮮人強制連行にかかわるフィールドワーク
2日目は、在日朝鮮人二世の語り部、装束録さ
んの案内によるフィールドワークを行った。初
日から引き続き松崎さん、堤さんにもご協力い
ただいた。
朝9時30分に川崎町役場に集合し、そこから、
町役場の職員の方のご協力によりマイクロパス
に乗り込み、フィールドワークはスタートした。
まず田川市川宮法光寺にむかった。田川には三
井寺という炭鉱直属の寺があり、預かりてのな
い炭鉱で働いていた外国人や囚人の遺骨はその
寺に預けられていたのだが、犠牲となった朝鮮
人の人びとの遺骨はこれとは別に各寺に割り 当
てられ、預かられていたそうである。法光寺に
も1975年まで各所から持ち込まれた迫骨が廊下
に置かれたままであり、井上定昭住職が見かね
て田川市に慰霊碑の建立を申し入れた。しかし、
補助金は認められなかったため祖家や朝鮮総連
田川支部とも話し合い、 1975年に慰霊碑 「寂光」
の建立が実現したそうである。研究員それぞれ
が石碑に花を供え、上尊田鉱業所豊州炭鉱水没
事故慰霊碑にむかった。
並州炭鉱は、 「貝塚 ・安川 ・麻生に次ぐ 『炭鉱
成金jの1つでした。また 『ー に泉水 (鞍手郡)、
二に豊州』または 『ー に高島 (長崎圏)、二に些州j
と、その名を轟かせたほど誰もが恐がり、行く
ことを怖がったヤマでした」とあるように、労
働条件が厳しい炭鉱であったようだ。この3!!.':州
炭鉱では1960年にガス爆発事故が起き、その影
響で中元寺川の川底が陥没してしまい、坑道に
水が流れ込み大惨事となった。この事故で亡く
なった人びとの遺体搬出は新たな犠牲者を出さ
ないためにということでなされず、現在も川底
に眠っている。この慰霊碑には67名の犠牲者の
名が刻まれている。慰霊碑に花を供え、その後
少し歩いて中元寺川を望みながら蓑さん、松崎
さんによるお話を伺った。
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続いて柏木宅排気口後にむかった。ここは民
家の敷地内にある、田川で現在残る唯一の坑口
である。この坑道は、大正末期から人道をかね
た排気口で、戦後も救護隊の練習にも使われた
そうである。
その後、再び
マイクロノくス
に乗り込み車内
で蓑さんのお話
を伺いながら移
動した。 1940年
に八幡製鉄所に
連行され、過酷
な労働に従事し
ていたアボジ
の話、その夫を追い渡日し自らも鉄鉱石を運ぶ
仕事をしたオモニのこと、また自らの幼いころ
のことや強制連行されてきた人びとの話などを
蓑さんのオモニの共済組合の登録証や1942年に
撮影された家族の写真をみせていただきながら
伺った。また参考資料として上野英信さんの写
真集「万葉録九巻 アリラン峠Jもみせていた
だいた。
続いて訪れたのが飯塚霊園国際交流広場
ムグンファ
(無窮花堂[朝鮮人納骨堂])である。この納骨
堂の建立に至るまでの経緯を詳しく伺った。ま
た納骨堂をとりかこむ壁には歴史的なことがら
が掲示されているのでその解説を蓑さんと松崎
さんにしていただいた。天候が少し悪かったの
だが、小降りの雨の中、ピンクと白のむくげの
花がきれいに咲いていた。
再びマイクロパスに乗り込み、日向墓地へむ
かった。移動の途中、筑前竹槍ー授発生地を通
過するので上杉聴研究員に竹槍ー撲についての
レクチャーをしていただいた。
そして日向墓地 (朝鮮人炭鉱夫無縁の墓)に
到着。この日向墓地は初日に訪れた田川市の墓
地同様、炭坑でなくなった朝鮮人の人びとの遺
体を埋めて目印にボタ石を置いただけの墓が数
多くある。しかし、現在はその日印のボタ石は
あちこちによけられてしまい、跡にはペットの
お墓がつくられていたとのことである。その無
念さと未だ解放されずに眠り続ける人びとを偲
び、表さんはその場で 「身世打鈴(身の上話し)
「ノンカラの歌』オモニあいたい一強制連行され
た朝鮮人坑夫のうたー」を歌われた。
日向墓地を後にし、ひと山が自宅だという麻
生家の邸宅前を通り、 15時ごろ川崎町町役場に
戻った。町役場検にある全国でl唯一現在も同和
保育所という名を守られている川崎町立同和保
育所を少し見学させていただいた。初日の晩の
交流会に参加されていた、支部女性部の役員で
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もありこの保育所の保育士でもあるみなさんに
も再びお会いすることができた。
そして、現地研修の事前準備や研修期間の2
日間お世話になった松崎さん、またフィ ールド
ワーク中ご協力いただいた町役場のみなさんと
別れを告げ、北九州市へとむかつた。
北九州市に向かう途中、要さんの計らいで当
初の予定にはなかったのだが、菱さんの母校で
もある北九州朝鮮学校を見学させていただいた。
当日はあいにく台風のため、学生たちは帰宅し
た後であったが校舎内の見学をさせていただい
た。その後、袈さんの知人の朝鮮料理庖でピピ
ンパを食べ、l'f春学校が開催されている北九州
市立穴生小学校にむかった。
• r青春学校J見学、交流
この日は台風のため雨風もきついという悪天
候の中であったが多くの人が集い、学ばれてい
た。和やかな雰囲気で学習をされている教室に
お邪魔し授業の見学と交流をさせていただいた。
当日は講師が7名と学習者の人が7名出席さ
れていた。学習者のほとんどは在日朝鮮人のオ
モニだったが、フィリピンから渡目されてきた
人も参加されていた。
教室は小学校の図書コーナーを利用し、月曜
日から金曜日まで開校されている。木曜日は公
民館でも開催されているとのことであった。授
業のながれは19時から漢字の書き取りや作文な
ど個々の課題をペア学習でそれぞれすすめ、 19
時45分からはお茶を飲み一息ついて、 20時10分
から次の授業 (全体学習)がはじまる。各学習
の開始と終了には日直にあたる人が 「カラン》
カラン」とベルを鳴らし、そのベルにそって参
加者それぞれがお茶をついだり学習をはじめた
りしている。
この日の全体学習は 「工作Jo4つのグループ
に分かれ、ミニラ ジオキッドを利用してラジオ
づくりを行った。「ハンダ、使ったことないJrど
う使うん?J rまだ次に進んだらだめですよー」
とあちこちそれぞれ大きな声が飛び合いながら
の工作。私たちも各グループに参加させていた
だきミニラジオづくりのお手伝い。この日 は完
成まで行かず途中までで終わり、最後にみんな
で記念写真を撮って授業と交流会を終えた。帰
り際、あるオモニに 「頑張って教室続けてくだ
さいね」と言うと、「続けてきたいけど、身体が
なあ。でも、頑張って続けるわ。あなたも頑張っ
てね」と。
この日は天候がかなり悪い状況であるにもか
かわらずたくさんの参加者のみなさんと交流さ
せていただいた。ありがとうございました。
3日目 9月8日(水)
最終日となるこの日は、電車で八幡へ移動し、
八幡製鉄所高炉跡および北九州市立いのちのた
び博物館 (自然史 ・歴史博物館)を見学した。
その後、昼食をとり、宮崎に帰省する友人と別
れ新幹線にて帰途につく。
今回の現地研修では、多くの方にご協力いた
だきすすめることができた。烏和博センター長
の研修事前打ち合わせ、現地でコーデイネー ト
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をしていただいた松崎ーさん、堤圭史郎さんの
ご協力がなければこれだけ充実した現地研修は
実現できなかったのではないだろうかと思う。
また、またフィール ドワークでは朝鮮人強制連
行についてのレクチャーだけでな く川崎町から
北九州市までの車での移動をお手伝いいただい
た蓑東録さんにもこの場をお借りして感謝の意
をお伝えしたい。
I注1
1 ) 1966年 1月11日川崎町浦の谷識字学校開設
2)松崎一 「解放の花を咲かせようー材木貞子の記録JP186 
